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日本電業工作株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：瀬川 純、以下「日本電業工作」)は、総

務省受託研究「アクティブ空間無線リソース制御技術に関する研究開発」※１の研究課題：ア－１－（ａ）－2

「IRS・レピータ制御手法」の研究の一環として、水平と垂直方向に散乱パターンが同時に制御可能なメタサーフェス反射

板を開発しました。 

 

【メタサーフェス反射板の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 メタサーフェス反射板の概要 

 

◆特徴1 クロス形状反射素子により、直交する 2偏波の入射波に対応 
アクセスポイントからの送信波における偏波の切り替えにより反射方向を大きく変更可能 

※正面入射に対し水平方向において V 偏波:＋45°方向 / H 偏波:-45°方向へ反射 

 

◆特徴2 モータ駆動ユニットにより反射素子～GND板間距離を可変 
反射素子と GND 間の距離をモータ駆動ユニットにより可変することで、反射位相を制御 

 

◆特徴3 水平方向・垂直方向同時に反射方向を可変 



 

 

反射素子(ユニット)ごとに GND 板の可変機構を設けることで、反射素子ごとに反射位相が設定でき、反射指向性

を制御可能 

 

【想定利用シーン】 

電波の送受信が行われる環境によっては、カバーする通信エリアや不感地帯の位置・広さが時間の経過や様々な条件に応

じて変化する場合があります。特に周辺の構造物の状況によって電波伝搬環境は大きく変化するため、電波を放射する方向

を電気的に制御するアンテナ等が一般的に使用されていますが、このようなアンテナだけでは遮蔽物がある見通し外環境では

急激に電力が低下することによって電波が到達せず、通信が出来ないエリア(カバレッジホール)が発生します。これらの対策とし

て無線装置を増設すると、設備費用が膨大となるので、比較的に安価な反射板(メタサーフェス反射板)を用いて無線装置か

らの電波をカバレッジホールに向けて反射させることで通信エリアを改善することが可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 反射板の利用イメージ 

 

【メタサーフェス反射板の原理】 

 入射波に対し、反射素子ごとの反射位相を調整することで、反射波の方向を変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

図 3 反射方向可変イメージ 

 

【メタサーフェス反射板の構成】 

反射素子の下側に GND を備えた構造で、反射素子と GND 板の距離を変更可能なモータ駆動ユニットを反射素子

ユニットごとに設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        (a)GND 板駆動ユニット              (b)反射位相可変原理 

 

図 4 反射板構成 

【GND 板位置変更による反射指向性特性】 

2×2 の 4 素子の反射素子に対し 1 つの GND 板を設け、合計 16 個の可変 GND 板で構成し、各ユニットの GND

板と反射素子の距離を変えることにより、反射方向を水平・垂直方向で同時に可変(微調整)したシミュレーション結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)基準反射指向性                  (b)GND 板位置変更後の反射指向性 

図 5 反射指向性比較 



 

 

 

 

 

【メタサーフェス反射板試作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 GND 板可変機構付きメタサーフェス反射板 
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＜日本電業工作（DENGYO）について＞ 

今日、IoT、AI、ロボット、ビッグデータ等の先端技術をあらゆる産業や生活分野に取り入れ、経済成長と社会的課題の解決

を図り持続的社会を実現しようとしている中で、電波は、その実現に不可欠なインフラとして、益々その役割の拡大とともに、

期待が大きくなっております。  

このような事業環境を踏まえ、日本電業工作(DENGYO)では、これまで培ってきた最先端の技術と豊富な実績を有するアン

テナ・フィルタ分野をコアビジネスとしつつ、社会基盤の高度化に資する新しい電波利用分野のシステム・ソリューションの開発、

製造、構築により、ビジネス領域の拡大とグローバル市場への展開を図り、成長と発展を続けてまいります。 

URL：http://www.den-gyo.com/ 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

日本電業工作株式会社（DENGYO） 担当： キャリア事業部 営業部 営業 1 グループ 

所在地：東京都千代田区鍛冶町 3－5－2 KDX 鍛冶町ビル 6 階 

TEL:０３－５５７７－７２２６           e-mail：eigyo2@den-gyo.com   


